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1.　目　　的
子どもたちが野外で活動する頻度が減少するなど生
活様相の変化から，自ら自分に働きかけて考え，判断
し，生きようとする態度に乏しい子が増加していると
考えられる 1)。そこで文部科学省は，体験学習の重要
性を指摘し，体験学習の一方法論である野外教育の重
要性についても指摘している。なぜなら野外教育の指
導は，野外環境知識や技術，対人関係スキルを高める
だけではなく，教育としての機能を有しているためと
考えられる。
Priest（1986）は，野外教育は冒険教育と環境教育を
柱に，6つの感性領域（視覚，聴覚，味覚，触覚，嗅
覚，直感）と 3つの学習領域（認知・情動・運動），お
よび学際的プログラムに基づき，野外での体験という
学習を通し，自己や他者との関係，自然や生態系との
関係に関わる統合的・全人的教育であると唱えてい
る 2)。野外教育の研究内容は多岐にわたり，社会的ス
キルの向上効果 3–5)や自己概念の変容 6–15)，また，不登
校生への支援や影響 16–19)，生きる力への影響 20–22)など，
自然活動を通して個人の変容や仲間意識の変化に大き
な影響をもたらすことが明らかにされている。これら
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Abstract: The purpose of this study is to examine the transitional form of consciousness as a leader in 
practical training camps.
Subject of investigation is a staﬀ  of 13 (fi ve boys and eight girls) students at the University of Physical 
Education Camp. These results are as follows.
1) The students’ consciousness were like that, in order, activities, personal relationships, self-
developments, adaptabilities, and emotional factor. It seemed that they have an interesting in the 
activities and personal relationships which are considered as basic factors.
2) The process of alteration of consciousness during the trainings and camp increased once, but some 
factors (activities, personal relationships, and emotional aspects) were at the same rate. some factors 
(self-developments and adaptabilities) were seemed to decrease.
From these results, we can say that student stuﬀ s have high interests in “activities and personal 
relationships” which are regarded as basic factors of camp activities by doing this program. Besides, 
the importance of keeping their consciousnesses as leaders is proved because some consciousnesses as 
leaders decreased.
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の研究は，主として野外教育が参加者に与える影響に
ついて言及している。
前述したような野外教育の知識や技術，対人関係に
関する成果を確実に習得させるためには，指導者の資
質も問題となる。指導者の資質の研究について多田ら
（1998）は，参加者が認知するカウンセラー（指導者）
の影響力について，参加者のアンケート調査を因子分
析にかけ，カウンセラーの勢力源泉を「受容性」，「専
門―参照性」，「正当性」，「外見性」，「弾圧性」の 5因
子を抽出し，その中でも特に参加者が強く認知した勢
力源泉は「受容性」，「専門―参照性」，「正当性」の 3
因子を背景に影響を及ぼしていると述べている 23)。さ
らに坂本ら（1997）は，キャンプ指導者の状況認知の
あり方が，参加者のカウンセリングやプログラムへの
影響が与えられると考え，16種の状況に対し 12の形
容詞対を 7件法で評定させ分析し，指導者の認知構造
を検討した。その結果，指導者の状況に対する認知次
元では，親和性，指導・関与，活動性の 3次元が抽出
された。その中で，男女の指導者では，男性は親和性，
指導・関与，活動性の 3つの次元に有意差が見られな
かったが，女性は親和性と指導・関与の次元を重視し，
男性指導者は女性指導者に比べ活動性にウエイトを置
いていると報告している 24)。また，平野ら（1982）は，
組織キャンプにおいてカウンセラーを経験した大学生
を対象に，一連のカウンセラートレーニングを行うこ
とで，カウンセラーのトレーニング効果について明ら
かにした。その結果，自信や指導技術を習得したのと
同時に，高い問題意識をもってキャンプに臨んでいた
と報告している 25)。
高荷ら（2011）は，野外教育の指導者志向を持つ学
生が高等教育におけるキャンプ指導スタッフに参加す
る事により，どの様な意識変容が見られるかを検討し
た。その結果，キャンプリーダーとしての知識や技術，
およびプラス的意識の向上が認められ，さらに，対人
関係スキルも良好となり，野外活動の指導者志向への
意識向上が認められたと報告している 26)。
しかしこれらの研究は，短期間の各組織キャンプに
おける変容であり，長期にわたる指導者変容の研究は
認められない。今回のキャンプは，「ふれあいキャンプ」
をテーマに，「自然とのふれあい・仲間とのふれあい・
文化とのふれあい」を体験する 3泊 4日の教育的組織
キャンプを 3団編成で実施している。実習の主旨とし
ては，直接的自然体験学習を通じて，自然の中での感
性や知性を研ぎ澄まし，創造性や向上心を育み，自主
性と協調性・社会性を育て「自然と人間」・「社会と人
間」・「文化と人間」という人を取り巻く環境の理解と
それぞれにふれあえることのできる人としての資質を
身につけさせることを掲げ地域社会においてもリー
ダーとして活躍しうる人材の輩出を目的としている 27)。
これらの主旨や目的を遂行するためにキャンプ実習
では指導スタッフとして学生も参加し事前に長期の研
修期間（以下研修時）を設け，学生スタッフ（以下学
生リーダー）を野外活動におけるリーダーを育成して
いることから，本研究では，指導者育成プログラムの
構築を目的とした基礎研究として，長期間における研
修時とキャンプ実践活動時を通し，学生リーダーの
リーダー意識の形成過程と変容について検討した。
2.　方　　法
1） 対象：N体育大学の野外方法（山野）ゼミ生なら
びキャンプ・インストラクター・アカデミーに所
属する 2・3・4年生に希望をとり，キャンプ実習
時に学生リーダーとして参加した 28名から，研修
とキャンプ実習の全日程に参加した学生 13名（男
子 5名，女子 8名：4年生 5名，3年生 7名，2年
生 1名：平均年齢 20.9歳）について検討した。
2） 方法：野外教育リーダー育成プログラムは以下の
通りである。
 リーダー育成研修プログラム：リーダー育成の研
修期間は，2012年 5月～ 8月の週 1・2回，約 4
時間の研修を 12回実施した。学生スタッフのリー
ダー育成プログラムの内容は表 1の通りである。
キャンプ実習の期間は，プレキャンプ期間は 2012
年 8月 7日～ 10日，キャンプ実習は 2012年 8月
10日～ 20日に実施した。
3） キャンプ実習は，キャンパーの受け入れ準備期間
として，キャンプサイトの整備，テントや生活備
品管理を行うプレキャンプを 3日間実施した。プ
ログラムは，1団（100～ 120名のキャンパー）3
泊 4日で 3団編成にて実施し，活動プログラム
（ネーチャーゲーム，フィールドゲーム，冒険），
学習プログラム（ソロテント・ファイタークラフ
ト・キャンプファイア等），生活プログラム（キャ
ンプクラフト・テンティング・炊飯活動等）の 3
種類を実施した（表 3）。
4） キャンプ実習での役割分担：キャンププログラム
を実践するための指導者として，学生を①キャン
パーの活動全般の支援する「プログラムマネージ
メント」，②キャンパーの生活指導を行う「ピアカ
ウンセラー」，③活動プログラムを支援する「プロ
グラムアシスタント」に割り振り担当させた。学
生リーダーの実習中の役割はキャンプ実習期間を
通し必ずしも同じ役割を担当するとは限らない。
5） リーダー意識調査：研修期間は各研修日終了時（12
回）と 1日のキャンププログラム終了時（13回）
にアンケート形式で実施した。調査内容は，前述
131
加藤 ほか
表 1　リーダー研修プログラム
表 2 各ファクターの質問項目と研修時とキャンプ実習時の平均得点（SD）
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した高荷ら（2011）の野外教育の指導者志向を持
つ学生がキャンプ指導スタッフに参加したキャン
プリーダー意識 26)の結果から「適応性（5項目）」，
「自己開発（4項目）」，「対人関係（4項目）」，「活
動性（6項目）」「情緒性（6項目）」（表 2）につい
て 10段階評価させ，研修時と実習時における各要
因の平均得点（t検定：p<0.05）と変動経過につい
て比較・検討した。
3.　結果と考察
1）リーダー意識得点から見た意識変容
キャンプリーダー意識を「適応性・対人関係・自己
開発・活動性・情緒性」のファクターについて研修時
とキャンプ実習時を比較し学生リーダーの意識の変容
経過を検討した。また，キャンプ指導経験者と未経験
者についても比較・検討した。
ⅰ）リーダー意識得点の比較
①リーダー意識の全ファクターの平均得点は，研修時
表 3 キャンププログラム（日程）
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では 6.7，キャンプ実習時では 6.9であるが，研修時と
キャンプ実習時では有意差は認められない。
②各ファクターの平均得点の順位は，研修時とキャン
プ実習時ともに，活動性≧対人関係＞自己開発＞適応
性＞情緒性の順である。両条件の差が大きいファク
ターは，活動性＝対人関係＞自己開発＞適応≧情緒性
の順で各ファクターともキャンプ実習時でやや高い得
点を示すが，両条件で有意差が認められたファクター
は「活動性・対人関係」であった（表 2）。学生リー
ダーは，野外活動の基本である「活動性」や「人間関
係」に関わる意識は実践活動により向上することが認
められた。自己に関わる自己開発や情緒性のファク
ターの意識は低いが，両条件での差は認められない。
2）リーダー意識の各ファクター得点
各ファクターの質問項目毎にリーダー意識の平均得
点と変動係数（以下 CV：SD/x*100）から検討した。
①リーダー意識の各ファクターの変動経過
研修時の変動は，前半で各ファクターとも変動的で，
中盤から後半にかけて上昇傾向を示すファクター（活
動性・対人関係），変動的ファクター（適応性・情緒
性），下降傾向を示すファクター（自己開発）は認めら
れた（図 2）。各ファクターの質問項目毎（表 2）に変
動経過を検討した。
ⅰ）活動性ファクターの項目
各質問項目の得点の順位は，研修時では活動意欲＝
準備計画（8.37）が最も高い意識を持ち，次いで，キャ
ンプ活動に関わる組織的行動（7.67）や安全危機管理
（7.19）の意識を示し，自己に関わる達成度（6.69）≧満
足度（6.62）であった。研修時の変動経過は，達成度
と満足度では一致した変動傾向を示し，研修課題の困
難度と学生リーダーの理解度に対応することが示唆さ
れた。他の項目も類似した変動傾向を示すが，その変
動は小さい。CVから見ると活動意欲（4.16）の変動が
低く，満足度（10.93）では高い傾向を示した。
キャンプ実習時では準備計画（8.67）≧活動意欲
（8.52）＞組織的行動（8.00）と，キャンプ活動に関わる
3項目の得点は高く，他の項目は研修時に比し得点は
高いが順位は同じであった。キャンプ実習時の変動経
過では，達成度と満足度は類似した変更を示し，後半
は変動が大きかった。また，安全管理の意識が後半で
変動的であった。準備計画と意欲の変動幅は小さく意
図 1　リーダー資質の変動経過
図 2　リーダー資質の各要因の変動経過
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識の持続性が保たれていたと考えられる（図 3）。CV
から見ると準備計画（3.01）で低く安定し，達成感
（8.09）で変動が高い傾向を示した。研修時とキャンプ
実習時の変動では，ともに開始前半で得点が増加し活
動意識の向上は認められるが，後半の変動は両条件と
も減少傾向を示し，その変動幅は小さく，リーダー意
識は実践的活動に対応させたリーダーとしての意識レ
ベルを維持していることが認められた。
研修時とキャンプ実習時の各質問項目を比較する
と，活動意欲と準備計画以外の項目では両条件に有意
な差が認められたが，準備計画と活動意欲は研修と実
習を通して，高い意識の持続性が認められた。（表 2）
ⅱ）対人関係ファクターの項目
各質問項目の得点の順位は，研修時では信頼感
（7.98）≧支援・応援（7.78）≧団結力（7.59），リーダー
シップ（6.38）で各項目間の得点差は小さいが，研修
時の変動をみると，支援・応援と信頼感の変動幅は小
さく，団結力とリーダーシップでは前半で変動が大き
く，後半では安定した傾向を示した。キャンプ実習時
での各質問項目の得点の順位は，団結力（8.23）が最
も高く，次いで信頼感（8.09）と支援・応援（8.07）と
研修時に比し強い意識が形成されているが，リーダー
シップ（6.38）では差は認められない。キャンプ実習
時では各項目ともプレキャンプ実習時で急増するが，
キャンプ開始後は 2団が終了するまで各項目は約 1.0
急減する。しかし，3団の開始とともに増加傾向がみ
られ，人間関係の回復が認められた。リーダーシップ
は他の項目に比し減少率が高く，各役職においてそれ
ぞれ指導者としての意識はあるものの，リーダーとし
ての助言や行動，意識が伴わなかったと考えられる（図
4）。CVでは，両条件ともリーダーシップ度（9.55：
5.97）が実習時でより安定し，研修時では信頼感（3.27）
がキャンプ実習時では団結力（4.89）の変動が小さく
安定した傾向を示した。他人への信頼感は，研修時で
は小さい変動であったが，キャンプ実習時ではより大
きな変動がみられた。団結力はキャンプ実習時で高ま
り，より仲間への信頼感が高まったと考えられる。研
修時とキャンプ実習時の各質問項目を比較すると，
団結力とリーダーシップで有意な差が認められた
（表 2）。
図 3 活動性要因項目の変動
図 4　対人関係要因項目の変動
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変動経過は活動性ファクターと類似した変動傾向を
示し，研修時とキャンプ実習時ともに開始前半で意識
の向上が認められ，キャンパーや仲間に対する意識は
向上するが，後半の変動では減少傾向を示しその変動
幅は小さく，団結力とリーダーシップは両条件で有意
な向上が示された。
ⅲ）自己開発ファクターの項目
各質問項目を順位を比較すると，研修時ではチャレ
ンジ（7.38）＞新奇性 （6.86）＞自己発見（6.59）＞感動体
験（6.12）を示した。変動経過をみると，研修時では
前半は変動的ではあるが増加傾向を示し，後半は研修
プログラム課題に対する手順等の再確認やトレーニン
グ課題の繰り返しのため減少傾向を示した。キャンプ
実習時では，チャレンジ（7.36）≧感動体験（7.29）＞新
奇性（6.85）≧自己発見（6.79）を示し，研修時とは異
なる順位が見られた。
変動経過では，キャンプ実習時のプレキャンプ実習
時から増加し，それ以後，約 1.7とファクター間では
最も大きな減少値を示した（図 5）。この要因として，
実習プログラムやリーダーとして取り組む課題が繰り
返しであることが影響していると考えられた。しかし，
後半になると得点が上昇し回復傾向を示した。このこ
とは，最後のキャンプ活動である撤収作業は学生リー
ダーにとって初めて取り組む課題であることから，新
たな自己を見つめ直す機会になったと考えられる。CV
は，研修時では新奇性への挑戦（7.12），キャンプでは
感動的体験（10.21）が高く，両上点ともチャレンジ
（6.45）が低い傾向を示した。日常にはない環境とそれ
ぞれのおかれる立場や役職など，日々体験しない環境
が影響していると考えられる。研修時とキャンプ実習
時の各質問項目を比較すると自己開発で有意な差が認
められた（表 2）。
ⅳ）適応性ファクターの項目
各質問項目を研修時とキャンプ実習時で順位を比較
すると，研修時とキャンプ実習時とも身体的強靭さ
（6.98：7.60）≧精神的な強靭さ（6.69：7.15）＞冷静な判
断（6.21：6.10）＞劣等感克服（5.76：5.51）≧失敗への不
安（5.28：5.31）と項目の順位の変化は見られなかった。
各質問項目の変動経過は，研修時では失敗への不安は
中盤での減少がみられるが，身体と精神面での変動は
一致した傾向を示した。この 2つの項目は，他の項目
と共に変動幅は小さく比較的安定した経過を示した。
キャンプ実習時では実習開始直後に減少を示すが，
身体面と精神面の 2項目，および他の 3項目はそれぞ
れ一致した変動傾向を示し，各項目とも減少傾向を示
した（図 6）。また，CVでは研修時とキャンプ実習時
ともに失敗への不安（10.95：10.55）は最も高く，研修
時では身体・精神的強靭さ（6.61）が，キャンプ実習
時は冷静な判断（5.73）が低い傾向を示した。研修時
とキャンプ実習時の各質問項目を比較すると，身体的・
精神的強靭さに有意な差が認められた（表 2）。
変動経過では，研修 2日で増加し中半から減少する
が，後半では増加傾向と変動的である。キャンプ実習
時では，プレキャンプ実習時で増加するが，前半は減
少傾向を示し，後半から増加傾向を示した。このこと
は，実習プログラムが繰り返されることと，課題への
取り組みが安定した結果と考えられる。
ⅴ）情緒性ファクターの項目
各質問項目を順位で比較すると，研修時では，満足感
（6.76）＞不安感（6.34）＞焦燥感（6.23）＞安心感（6.02）
＞悲哀感（3.74）＞憤り・怒り（3.38）を示した。研修
時の変動は，前半では各感情とも変動的で新しい研修
プログラム課題への取り組みに対しアンバランスな状
態が見られる。中盤からは得点は不安感と安心感は相
反する関係を示し，怒り・憤りは低い傾向がみられた。
それ以外の項目は比較的安定した経過を示す。キャン
プ実習時では，満足感（7.25）＞安心感 （6.74）＞不安感
（5.49）＞焦燥感 （5.22）＞悲哀感（4.11）＞憤り・怒り（3.77）
図 5　自己開発要因項目の変動
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を示した。キャンプ実習時の変動経過では，プレキャ
ンプ実習時で向上した感情は，キャンプ中には減少傾
向を示した。悲哀感や怒りは近似した得点で低い傾向
がみられ，満足感と安心感は高い傾向を示した。ただ，
2団のキャンプ時には悲哀感や怒りは，一時的に安定
はしているが，満足度や安心感は低い傾向を示し，全
体的に情緒的にアンバランスな状態であることが示唆
された。また，研修時に比し各感情間の得点差は大き
く，キャンプ実習後半では各感情とも高い傾向を示
し，研修時に比しより不安定な状態にあることが伺
えた（図 7）。CVを見ていくと，両条件とも憤り・怒り
（18.9：17.20）が最も高く，研修時では満足度（9.33）
キャンプ実習時では，安心感（8.74）が低い傾向であっ
た。両条件とも怒り・憤りの得点は他の感情に比し低
いが，変動幅が大きい。特に研修時とキャンプ実習時
において大きな変動が示されたのは，悲哀感，焦燥感，
不安感，憤り・怒りであった。長期の研修やキャンプ
実習を行うことで，疲労と精神的なストレスなどが要
因として考えられる。研修時とキャンプ実習時の各質
問項目を比較すると，プラス感情の満足感と安心感及
びマイナス感情の不安感と焦燥感において有意な差が
認められた（表 2）。
3）リーダー意識の変動経過
ⅰ）リーダー意識得点の変動経過
研修時とキャンプ実習時での各ファクターの変動経
過からリーダー意識の形成過程の変動性を全ファク
ターの意識得点の平均値から両条件の変動経過を比
較・検討した（図 1）。
①研修時では，初日から 2日目に 6.1から 7.0と急増，
それ以後は一時的に減少するが 5日目に再び増加と前
半のリーダー意識は変動的である。しかし，中盤以降
は変動経過の上昇率も小さく顕著な変化は認められ
ず，安定した経過を示した。
②キャンプ実習時は，研修初日に比較し 0.5高く，3日
間のプレキャンプ実習時では 0.9増加しリーダー意識
が最も高い時期であった。しかし，実習が始まり実際
にキャンパーを対象に実践活動に入ると前半のリー
ダー意識は，5日間減少傾向を示しながら，実習の後
半は，一時的に 6.9と上昇が認められるがその後，再
図 7 情緒性要因項目の変動
図 6　適応要因項目の変動
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び減少傾向を示した。しかし，実習最後の 2日は終末
効果が認められ 7.8に上昇した。
③学生リーダーのリーダー意識の変動経過は，キャン
プ活動への取り組み始めた研修時では，前半では課題
への対応の困難度や課題への取り組み方法に対する模
索状態のため変動的なリーダー意識の形成は認められ
た。後半は増加傾向を示す安定したリーダー意識の形
成経過を示した。一方，キャンプ実習時ではキャンパー
を受け入れる準備期間であるプレキャンプ実習時には
リーダー意識は各ファクターとも 1.0向上し，その意識
は最高値に達した。しかし，キャンパーを受け入れ実
践活動に入った前半から減少傾向を示したが，後半で
は増加傾向を示すリーダー意識の変容経過を示した。
野外活動におけるリーダーの資質について，富田ら
（2002）は，小学生 5・6年生を対象に，カウンセラー
の魅力として，「信頼・受容性」，「明朗性」，「積極性」，
「穏和性」の 4因子で構成され，「信頼・受容性」因子
が最も重視されていると報告している 28)。
今回の結果から，研修時では前半で増加するが後半
で変動が少ない傾向が見られた。プレキャンプ時では
各ファクターとも急増するが，キャンプ実習が始まる
と変動が小さいファクターと研修時とキャンプ実習時
ともに前半で増加するが，後半で減少傾向を示すファ
クターが認められた。
研修時とキャンプ実習時での変動幅は研修時の後半
で変動幅が小さいことは，学生リーダーは研修プログ
ラム課題を習得したことが示唆された。また，キャンプ
実習時の初日では研修時に比べ，各ファクターとも高
い意識を持ちリーダーとしての意識が形成された結果
と考えられる。さらに，プレキャンプ実習中に約 1.0増
加し，リーダー意識が最高頂に達した中で，キャンパー
を対象にリーダーとして実践活動に取り組んでいるこ
とが認められた。しかし，実践活動を進めていく中で中
半から後半にかけて減少傾向を示すことは，リーダー
としての指導知識や技術が多面的領域にまたがってい
ること，実習プログラムの繰り返しによる課題取り組
みへの慣れ，さらに，キャンプ実習時の学生リーダー
の生活様式が日常とは異なり，特定の集団と環境の中
でのストレスや疲労が影響していると考えられる。
以上の結果から，研修時の各ファクターの変動を見
ていくと，初回から最終日では増加傾向を示している。
また，研修で得られたものとして，技術や規律または
スタッフ同士の意思疎通など，活動性や人間関係への
意識の形成が認められた。情緒面や自己開発などは目
標とする課題や研修環境が安定していることからも，
その形成過程は増加傾向を示し，8回目から最終日へ
の増加は，学生リーダーにとって，実習に向けたスタッ
フ意識の高くなった分起点であると考えられる。
実習での各ファクターの変動は，プレキャンプ実習
時の 3日間でリーダー意識が急激に向上しキャンプに
対する学生リーダーの取り組みへの姿勢が伺えた。
キャンプ実習時での安定ファクターは，対人関係と活
動性であるが，特に自己に関するファクター（適応性・
自己開発・情緒性）は，キャンプが進むにつれて低下
している。原因としては，これまでの研修とは異なり，
実際に学生を指導することで研修で学んだ課題に対
し，研修時に形成された個々のイメージした指導者像
や指導法が，現場での実践とのギャップによる影響が
考えられた。さらに，自然環境やキャンパーへの対応
しなければならない課題は，日々刻々と変化しその
時々の状況により課題対応の困難度も変動すること
も，学生リーダーの内省報告から疲労やストレスが影
響していることが示唆された。
4）キャンプリーダー指導経験者と未経験者の比較
清國は（2007），長期移動型キャンプにおいて，学生
リーダーの事前事後調査から，教育観の変容（4群）を
捉え，リーダー性が事前よりも事後の方が，価値観が
強化されていると述べている 29)。この様に，経験者の
資質や意識の向上や変容が考えられる。今回の学生
リーダーの中に，今回同様のキャンプ実習の体験者（7
名）と未経験者（6名）について比較・検討した。
①研修時と実習時のファクター全体の平均得点（±SD）
を比較すると，経験者は 6.7（±0.32）≦6.97（±0.19），
未経験者は6.47（±0.37）≦6.83（±0.64）と両者共に実
習時に意識の向上がみられたが，経験者の研修時と実
習時とでは有意差（t=2.43, df=22, p<.05）が認められた。
②変動経過をみると，経験者では研修時の前半では変
動的であるが，実習時共に安定した経過を示した。未
経験者では，研修時の前半で変動性が大きく，後半で
は経験者に比し未経験者の得点は低い傾向を示した。
実習前のプレキャンプでは両者とも増加するが，実習
が始まると経験者は安定した経過を示す。しかし，未
経験者は実習開始時には最高得点を示すが，実習が進
むにつれリーダー意識得点は低い傾向を示したが，後
半で高く終末効果が認められた。
野外活動は気象や地形などの自然環境やキャンパー
や指導者の資質により，同一条件で展開することは少な
く活動条件は常に変動する中で，活動の進行状況や先行
活動を予想し展開しなければならない。今回の経験者と
未経験者のリーダー意識の変容をみると，未経験者は
変動的であるが，経験者は実習中においても安定した
意識を持続させている。このことは過去の研修やキャ
ンプ実践の経験が，プログラムの進行に伴う組織とし
ての課題や役割に対する認識度の違いが考えられる。
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5）経験者と未経験者の個人変動
本研究は，リーダー意識が形成される経過（変容）
の変動パターンの類型化を試みた。経験者の変動パ
ターンの特徴をみると，研修時で上昇傾向がみられた
のは 2名（sub.A・C），下降傾向が 1名（sub.B），変
動的な傾向が 1名（sub.E），安定した変動が 3名（sub.
D・F・G）であった。実習時では，全体的に安定した
傾向を示し，4名では自己開発，活動性，適応性と自
己開発，対人関係と活動性，後半に適応性と活動性の
上昇がみられた。残る 2名（sub.D・G）は研修時と実
習時とも安定した傾向であった。
次に未経験者の変動パターンをみると，研修時で上
昇傾向にあったのが 2名（sub.H・I），下降傾向が 1名
（sub.Jさん），変動的な傾向が 2名（sub.L・M），安定
的な傾向が 1名（sub.K）であった。実習時では全体
的に下降傾向がみられ，2名（sub.I・J）は活動性と対
人関係または自己開発で下降傾向がみられた。2名
（sub.H・K）は情緒性や自己開発で変動的な傾向が示
され，2名（sub.L・M）は研修時と実習時とも変動が
大きかったことが明らかになった。
上記の変動経過をパターン化すると，研修時では変
動的でキャンプ実習時で安定するパターン（前半変動
型：図 8），研修時では安定しキャンプ実習時で変動す
るパターン（後半変動型：図 9），両条件で安定するパ
ターン（安定型：図 10）と両条件で変動的（変動型：
図 11）の 4つのパターンに分類することが出来たが，
さらに今後，対象者を増やし検討する。
今回の結果から，キャンプ実習中に各ファクターが
減少傾向を示す学生リーダーがいたことは再考の余地
があり，今後，個人の資質やキャンプでの役割，課題
意識の違いなどから個人的特性に対応したプログラム
を構築する必要性が示唆された。
4．まとめ
本研究の目的は，リーダーを養成するため，学生リー
ダーに対し指導者育成プログラムとしての研修活動と
キャンプ活動の指導プログラムを実施し，野外教育の
リーダーとしての資質の形成する経過について検討し
た。対象は，N体育大学で実施しているキャンプ実習
に，スタッフとして参加した学生 13名（男子 5名，女
子 8名）である。方法は，キャンプ実習前の研修活動
12回とキャンプ実習期間の 13日である。リーダー意
識に対するアンケートは，1日の研修やキャンプ実習
後に実施した。
結果は以下の通りである。
1） 学生リーダーのリーダー意識は，研修時とキャン
図 9 後半変動パターン
図 8 前半変動パターン
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プ実習時ともに，活動性≧対人関係＞自己開発＞
適応性＞情緒性の順で，キャンプ活動の基本であ
る「活動性」や「対人関係」に高い意識を示して
いた。
2） 研修時の意識変容の経過は，前半に向上するが，
その後，比較的安定したファクター（活動性・対
人関係・情緒性）と意識が低下するファクタ （ー自
己開発・適応性）が認められた。
3） キャンプ実習時の意識変容の経過は，全ファク
ターともにプレキャンプ時では向上する。しかし，
キャンパーとの実践活動時には，意識の変動が少
なく安定したファクター（活動性・対人関係）と
活動が進むにつれ減少傾向を示すファクター（自
己開発・適応性・情緒性）が認められた。
4） 各ファクターの質問項目を研修時とキャンプ実習
時の情緒性では，プラス感情とマイナス感情の高
揚する学生リーダーが認められ，情緒的にアンバ
ランスな状況であることが示唆された。
5） リーダー意識の変容経過は，リーダー未経験者で
は研修時キャンプ実習時ともに変動性が大きかっ
たが，経験者は安定した経過を示した。リーダー
意識の形成（変容）経過から 4つの型に分類する
ことが出来た。
以上の結果から，学生リーダーのリーダー意識は，
研修プログラムにより，前半は変動的であるが，後半
は安定し，特に野外活動の基本である「活動性・対人
関係」の関わる意識の向上効果が認められた。一方，
キャンプ実習時では，キャンパーや自然環境，疲労や
ストレスなどが影響し，実践時にはリーダー意識の低
下が認められた。また，経験者は研修時と実習時共に
安定した傾向を示し，未経験者では研修時では上昇傾
向がみられ，実習時では下降傾向が示された。以上の
ことから，野外教育におけるリーダー意識は実践体験
を積み重ねことにより，その成果を発揮することが出
来るが，その形成過程は多様で変動的であり，さらに
リーダー意識を持続させる環境整備や指導プログラム
を構築するために，評価尺度や基準などの再考の必要
性が示唆され，今後の検討課題である。
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